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1. はじめに 

 東海道新幹線を支える様々な土木構造物のうち、

54％は盛土・切取構造の土構造によって構成され

る土工区間である。この土工区間において、豪雨

時等に列車の運行に影響を及ぼし得る盛土崩壊や

土砂流入等（以下、災害）を発生させないよう事

前に適切な防災対策を行っていくことは、列車の

安全輸送を確保する上で非常に重要である。 

 東海道新幹線では、これまで土工区間において

降雨に対する耐力が弱い箇所を選定して、プレキ

ャスト格子枠工（写真-1）や張コンクリート工など

のハード対策が実施されてきた。 

 

 

写真-1 プレキャスト格子枠工 

 

また、降雨に対するソフト対策としては、沿線

の雨量計データが「ある基準値」を超過すれば、

図-1 のように、その雨量計が存在する場所近隣の

区間（以下、雨量計受持区間）における列車の運

行形態を徐行または運転中止とするルール（以下、

降雨運転規制）を定め、列車を災害発生から確実

に守るようにしている。 

  

図-1 雨量計受持区間概念図 

本稿では、東海道新幹線の降雨対策として、平

成 20 年 9 月に実施された降雨運転規制後の取扱い

見直しについて紹介する。 

 

2. 降雨時の運転取扱い 

 東海道新幹線では、沿線に設置された 59 ヵ所の

雨量計とともに、各保線所に設置されたマイコス

末端による各種気象情報を基に降雨状況の把握が

行われている。これにより降雨の初期段階から警

備態勢を整え、雨量が一定の基準に達すると即座

に施設係員が巡回警備や固定警備を実施するシス

テムが採られている。 

また、降雨がさらに強まった場合、降雨運転規

制として時雨量あるいは連続降雨量、10 分間雨量

がある基準値に達すれば、運転中止を行い、列車

運行の安全を確保している。ここで、時雨量とは

過去 1 時間の降雨量の累計、連続雨量とは過去 24

時間の降雨量の累計であり、10 分間雨量とは過去

10 分間の降雨量の累計を差す。 

 運転規制の解除については、速度規制は発令基

準を下回った時点で解除し、運転中止後は当該雨

量計範囲内の必要箇所の地上巡回の結果、線路等

の状態が列車の運転に支障がないことが確認され

れば運転再開としている。また、運転再開後につ

いても当該雨量計範囲内の設備の変状を発見すべ

く、構造物の入念な調査が行われている。 

 

3. 運転取扱い見直しについて 

 東海道新幹線構造物の土工設備（盛土・切取等）

において、前述したようにこれまで降雨対策が進

められ、近年の降雨後の線路設備の検証、及びこ

れまでの降雨運転規制の技術的検討の結果、安全

性を確認することができた為、降雨運転規制後の

取扱いの見直しが実施された。 

 雨量規制値を超えた場合の今後の取扱いとして、 

○ 降雨量が規制値に達した時点で運転見合わせ

（従来と同様） 
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○ 10 分間雨量が 4mm 未満で、施設係員が現地

で安全を確認したうえで、30km/h 以下の徐行

で運転（見直し箇所） 

○ 規制値を下回った時点で、通常の速度で運転再

開（従来と同様） 

とした。 

降雨運転規制後、10 分間雨量 4mm 未満となった

ときの列車運行状況を図-2 に、降雨運転規制後の

取扱い変更イメージを図-3 に示す。 

 

図-2 降雨運転規制後の取扱い見直し 
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図-3 運転取扱い変更イメージ 

 

今回の降雨運転規制後の取扱い見直しに当たり、

東海道新幹線の盛土の安定性について技術的な検

討が行われている。具体的には、当該雨量計が過

去に経験した最大の降雨量（以下、経験降雨）の

評価に加え、 

① 降雨による土の抵抗力の減少を考慮した盛土

の安定性 

② 降雨パターン（雨の降り方）による盛土内水位

の変化 

③ 列車走行時の盛土の安定性 

の 3 点を浸透流解析、タンクモデル 2)等により検証

し、降雨対策工による防災強度向上の評価が行わ

れた。 

 結果として、10 分間雨量が 4mm 未満であれば盛

土内の水位が急激に上昇せず、時速 30km 走行時の

列車荷重が加わっても盛土の安定性に影響がなく、

防災対策工の有効性及び運転規制後の取扱い見直

しが安全上問題ないことが確認された。なお盛土

の安定性の技術的検討には、小牧研究施設内にあ

る実験盛土で実施された散水試験や、関ヶ原地区

のスプリンクラー散水試験の結果についても参考

としている。 

 

写真-2 小牧実験盛土 

 

4. まとめ 

 平成 20 年 9 月の降雨運転規制後の取扱い見直し

では、経験降雨と解析結果より、降雨量が運転中

止規制値となった場合には、列車を一旦停止させ、

10 分間雨量 4mm 未満で、社員等による固定警備実

施による安全確認をしたうえで、時速 30km 徐行に

よる運転再開を実施すると見直された。 

 今後の降雨規制についても、雨量の経験値など

を踏まえ、さらに適切なものを求めて検討を引き

続き実施する。 
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